土地使用貸借契約書
借りる相手の氏名（以下「甲」という。）と〇〇町内会（以下「乙」という。）とは、土地の使用貸借について次のとおり契約する。

（目的物件）

第１条　甲は、その所有する次の土地を乙に無償で貸し付け、乙はこの土地を借り受けた。

(1)　所在地　借りる土地の住所
(2)　地　目　　　　　
(3)　地　積　〇〇〇㎡
（用途）

第２条　乙は、前条の土地（以下「目的物件」という。）を町内会の雪堆積場として使用し、その他の用途には使用しない。

（契約期間）

第３条　目的物件の使用貸借期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　３月３１日までとする。

（譲渡及び転貸の禁止）

第４条　乙は、この契約により生ずる権利を譲渡し、又は目的物件を転貸してはならない。

　

（使用上の制限）

第５条　乙は、目的物件を善良な管理者としての注意をもって維持保全しなければならない。

２　乙は、目的物件に、建物その他の施設の新設又は既存の建物等の施設の増改築その他原状を変更する行為をしてはならない。

（修繕義務等）

第６条　乙は、目的物件の使用に伴い要する一切の費用を負担する。ただし、公租公課は負担しない。

（不可抗力による契約の失効）

第７条　甲乙双方の責めに帰さない理由により、この契約に定める条項の履行が不能となったときは、この契約は、直ちに失効するものとし、相互に賠償の責めに任じないものとする。

（契約の解除）

第８条　甲は、次の各号のいずれかに掲げる事態が生じたときは、この契約を解除すること

　ができる。

(1) 甲が目的物件を使用する必要を生じたとき。

(2) 乙が目的物件を第２条の用途に使用しないとき、又はその用途に使用することを止めたとき。

(3) 乙がこの契約上の義務を履行しないとき。

（原状回復義務）

第９条　乙は、使用貸借の期間が満了した場合にあってはその満了の日に、この契約が解除された場合にあっては甲の指定する期日までに乙の費用で目的物件を原状に復し、甲に返還しなければならない。ただし、甲が承認した場合は、この限りでない。

２　甲は、乙が前項の義務を履行しないときは、目的物件を原状に復し、乙からその費用を

　徴収することができる。

（契約の費用）

第１０条　この契約の締結に要する費用は、乙の負担とする。

（信義則）

第１１条　甲乙両者は、信義を重んじ誠実にこの契約を履行しなければならない。

（契約の更新）

第１２条　この契約を更新しようとする場合は、乙は、貸借期間満了1ケ月前までにその旨を書面で申出しなければならない。

（疑義等の決定）

第１３条　この契約に定めのない事項又はこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙が協議して定めるものとする。

　上記の契約の締結を証するため、本契約書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通を保有するものとする。

　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　借りる相手の住所
借りる相手の氏名　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　町内会長住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇町内会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　会長の名前　　㊞

